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１ この説明書の使用方法 

(1) ペーパーレスで使用すると図や説明文の参照が簡単になります。 

この説明書ではファイル種別を分かり易くするために「拡張子」を付けて説明しておりご

利用者にも設定を推奨します。Wordで使用する「XL_Z4全試合スコア集計説明書 V700.docx」

はファイルサイズが大きいため作者のホープページでダウンロードして使用できるよう

にしていましたが都合で 2025 年 9 月末にホープページを廃止しました。以下で説明して

いるように Pdf版は不都合な点があるため Word 版でのご使用をお勧めします。 

説明書の「目次」や各章にある 青い文字（「 」で囲まれた部分） をクリックすると、対

応する図・表・説明へ移動できます。 

例えば、最初にある青い文字「拡張子」をクリックすると、最後のページにある「拡張子

について」にジャンプして参照できます。 

Word でこの説明書を開いている場合は、青い文字の上にカーソルを置くと「Ctrl キーを

押しながらクリックしてリンク先を表示」と表示されます。案内どおりに操作すると、参

照先へ移動できます。離れた場所を参照したいときに便利です。 

以下には「(2)Word の「戻る」、「進む」ボタンを表示する方法：」もあります。 

Pdf版の説明書「XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.pdf」で「Acrobat Reader」使用の

場合は「手」のマークを表示するのでそのままクリックするとリンク先の「図」にジャン

プし、ショートカットキーの「Alt ＋ ←」キーで戻り、進む場合は「Alt ＋ →」キーを

使用して内容を理解し易くなります。検索は「Ctrl ＋ F」キーで開きます。 

Word 版の本説明書は正確に動作しますが、Pdf版を使用する「Acrobat Reader」の場合は、

位置を少し外れるので非常に使いにくい点があります。特に「図」の場合で参照元と参照

先が同一ページの場合「戻る」で正確に元の位置に戻れないような気がします。（Acrobat 

Reader Proは分かりません）本説明書は Wordで作成したものを Pdfに変換して作ってい

ますが「相互参照」の「青色」の色が抜けて、総合参照が分かりにくい点があります。Word

で Ctrl + A により文章全体を選択して Alt+F9 によりフィールドを更新する場合も参照

もとの青色が抜ける昔からの Wordのバグがあります。このため「検索」で「参照元」をす

べて探し「青色」になるように直さなければなりません。 

Edge で「XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.docx」を開くと読むことは可能ですが、上

記のショートカットキー「Alt + ←」または「Alt + →」などが使えません。 

本説明書をペーパーレスで使用する場合、「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」と、

この「XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.docx」を同時に開き「図 1 タスクバーを使

用」の図のように「Excel」と「Adobe Reader」をタスクバーで切り替えながらマルチタス

クによる操作で「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」を実践して本説明書を読むと理

解し易くなります。 

 
図 1 タスクバーを使用 
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(2) Word の「戻る」、「進む」ボタンを表示する方法： 

Word2021 の場合「図 2 Wordの「戻る」、「進む」ボタンの表示」図の、赤枠で囲っている

ようにクイックアクセスツールバーの中に「戻る」、「進む」ボタンを作るにはクイックア

クセスツールバーの右端にあるドロップダウンをクリックして＜その他のコマンド(M)＞

－ Wordの「オプション」ダイアログボックスを開き「クイックアクセスツールバーをカ

スタマイズします」の下にある「コマンドの選択(C)」リストボタンで＜すべてのコマンド

＞－「戻る」ボタンをクリック－＜追加(A)＞を押します。同様に「進む」ボタンをクリッ

ク－＜追加(A)＞－＜OK＞を押します。（たくさん記号があるので根気よく「戻る」と「進

む」を探す必要があります） 

 

 

(3) 図の文字が小さくて読めない場合は次のようにしてください。 

Word の場合は「表示」タブの「ズーム」をクリックし「指定(E)」に適当な数字を入力し

て見易くしてください。拡大していくと単一ページでも表示できます。 

「Acrobat Reader」では＜メニュー＞－＜表示＞－＜ズーム＞で倍率指定をします。 

＜表示＞－＜ページを表示＞－＜単一ページ表示＞で 1 ページだけ表示できます。 

(4) この説明書の文字を検索する場合は次のようになります。 

＜ホーム＞タブ－＜編集＞グループ－＜検索＞リストをクリック－＜高度な検索(A)＞を

クリックし－「オプション(M)」ボタンで「あいまい検索」のチェックを外します。 

「検索する文字列(N)」ボックスに検索文字を入力して説明場所を探す方法が便利です。

（「あいまい検索」のチェックボックスは OFF の方が探し易いので何時も OFF で探してい

ます。） 

(5) プログラムの使用にあたってのご注意 

フリーソフトですが、著作権は放棄していません。プログラム、説明書、関連するものを

別のすべての媒体へ複製または、頒布、転載などのすべてを禁じます。 

このソフトの使用による直接的、間接的なあらゆる損害の免責を、承諾の上でご使用くだ

さい。 

Excel のすべてバージョンや使用機器で完全な動作確認をしているものではありません。 

このアプリのダウンロードは安全なベクター(Vector）から「グラウンドゴルフ集計プロ

グラム(Excel 版)」をダウンロードしてご使用ください。 

競技者に電子メール等で配布する場合で、試合のデータファイル（「拡張子」が 「*.xlsx」）

については構いませんが、次のようなアドインプログラム「XL_4R_グラウンドゴルフ

Pg.xlam」や「GG_同好会メンバー2014 年度.xlsm」、「グラウンドゴルフインストール・ア

ンインストール.xlsm」、全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」、

図 2 Word の「戻る」、「進む」ボタンの表示 
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「ABC 地区対抗 GG スコアカード.xlsm」などはプログラム含んでおり、ウィルス等の問題

が起きても困るので配布はご遠慮ください。 

（開発や動作試験の確認については配布ファイル Readme.txt に記載したとおりです） 

このサンプルで使用する人名等はすべて架空のものです。  
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２ 概要・特徴など 

1) 添付のファイルは、本プログラムと別のプログラムをまとめて配布しており以下の説明で順

次おわかりになると思いますが、インストーラーと説明書がそれぞれ別にあります。「図 5 

配布ファイルの内容」図をご覧ください。本プログラムは別の添付ファイル「XL_4R_グラウ

ンドゴルフ Pg.xlam」をボタン操作だけで、自動で読み込んで動作するプログラムです。 

a. 別に添付の＜XL_4R_G ゴルフ 14.01＞－＜XL_4R_G ゴルフ Add-inPG＞フォルダ内の

「XL_4Rグラウンドゴルフ集計プログラム説明書 V14.01.pdf」を先にご覧ください。 

b. 次に本プログラムである＜XL_4R_G ゴルフ 14.01＞－＜GG 同好会_4R＞－＜GG 同好会全

試合データ 2014＞－＜全試合スコア集計＞フォルダの「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

2014.xlsx」ファイルの操作方法を本説明書でお試しください。 

2) 本プログラムはグラウンドゴルフ練習試合などの成績を年間単位、半期、四半期、週間、月、

優勝回数などで集計するプログラムです。スコアを手動で入力することなく「年間全データ」

シートからアイコンの「取り込みボタン」をクリックする操作により「XL_4R_GG_同好会

_2015 03 29.xlsx」ファイルの「点数順集計表」からデータを取り込み集計できます。「1)」

項で説明のように本プログラムには集計済みのサンプル「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

2014.xlsx」を同梱しており試し操作ができます。 

3) 「年間全データ」シートで「全試合スコア集計タブには「全スコアデータ取り込み」、「選択

取り込み」、「最新競技取り込み」があり、「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」を基本にし

て作ったユーザー用のデータベースファイルを本プログラム側に一気に取り込み各種の集

計ができます。 

4) 通常使用するリボンのコマンド（アイコン）は上記の「最新競技取り込み」を実行するだけ

で全試合スコア集計ができます。（これらの操作は以下の「４(9)最新競技取り込み」で説明

しており、これらの操作だけで次の「5)」で説明の「年間・月間」シート、「上期・下期」

シートを印刷する操作で終りです。） 

5) 翌試合日には「年間・月間」シート（下期の場合は「上期・下期」）を印刷し、別の「XL_4R_

グラウンドゴルフ集計プログラム説明書」に記載した「点数順集計表」シートを印刷して試

合会場で掲示すれば喜ばれます。 

6) 年間全データシートから「４(9)最新競技取り込み」を実行するだけで、シート名「年間合

計印刷」、「週間データ」、「月間データ」、「四半期データ」、「半期データ」、「優勝回数」など

へ一括でデータ転送をして成績を簡単に集計できます。 

7) グラウンドゴルフのメンバーで希望者がある場合は各メンバーに対し「同報メール」を「４

(20)Outlook Mail 送信」のクリック操作をするだけで試合のデータ「XL_4R_GG_同好会_2015 

03 29.xlsx」と「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」の 2個のファイルを自動で添付し

て送ることができます。 

8) 興味がある場合は集計の並べ替え順には「番号順に並べ替え」、「氏名順に並べ替え」、「試合

日順位で並べ替え」、「総合計 H1 順で並べ替え」、「総合計順位で並べ替え」、「総合計出席率

で順並べ替え」を用意しております。 
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9) 1Rや 2R、3R、4Rなどの試合数がランダムであっても集計は可能です。 

10) 「基準出席率」を設定して成績順位を集計できます。 

11) 本プログラムは Add-in 版のためプログラムのバージョンアップをする場合は「３(5)新バ

ージョンに更新する場合」で説明のように「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム.xlam」の

再インストールだけで済み簡単です。 

12) その他「全シートの初期化」など、数多くの補助機能を用意しています。 

13) 各シートには沢山のコマンド（アイコン）がありますが「図 3 ボタン操作」の図で示すよ

うに通常の操作においては※1 の「最新競技」だけで良く、希望者がいて必要な場合は※2

「送信」、そして本プログラムの導入時などにおける初期設定の場合は※3～※7、ぐらいで

「４(17)「年間・月間」シート」の場合は※8の「印刷」アイコンになります。 

14) 先ずは「３(2)インストール前の注意事項 （重要）」からお試しください。 

 
図 3 ボタン操作 
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図 4 年間集計表 
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３ 配布用ファイルの説明 

黄色字幕はフォルダ 水色字幕は Excel ファイルを示す 

\XL_4R_G ゴルフ 14.01 \Open_PageSetup.txt  

\Set_AllPlayScore_Preview \ScoreTotalAllPlay_1.ini 

\Readme.txt  \ScoreTotalAllPlay_2.ini 

  \ScoreTotalAllPlay_3.ini 

スコアカード手書き用紙 (記述を省略) \XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx 

\GG 同好会_4R  \全試合スコア集計  

 \Setting_Data \Standard_Default.ini 

 メンバー \大大会用メンバー.xlsx 

  \中会用メンバー.xlsx 

  \同好会用メンバー.xlsx（15、30 名の 2 個） 

\XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx 

\ GG 同好会全試合データ 2014\  

 スコアカード \ABC 地区対抗 GG スコアカード.xlsm 

\XL_4R_G ゴルフ Add-inPG \グラウンドゴルフスコアカード説明書 401.docx 

  \グラウンドゴルフスコアカード説明書 401.pdf 

 \XL_4R_グラウンドゴルフ Pg.xlam 

 \グラウンドゴルフインストール・アンインストール.xlsm  

\XL_4R グラウンドゴルフ集計プログラム説明書 V1401.docx 

\XL_4R グラウンドゴルフ集計プログラム説明書 V1401.pdf 

\XL_4R_G 分散集計サンプル 

 

 \分散集計配布用試合後 \XL_4R_No1.xlsx 

 \XL_4R_No2.xlsx 

 \XL_4R_No3.xlsx 

 \分散集計配布用試合前 \XL_4R_No1.xlsx 

\XL_4R_分散集計試合 30 名.xlsx \XL_4R_No2.xlsx 

¥XL_Z4 全試合スコア集計 PG \XL_4R_No3.xlsx 

 

\XL_Z4 全試合スコア集計プログラム.xlam 

\XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.docx 

\XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.pdf 

\全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm 

 

 

図 5 配布ファイルの内容 

インストーラー 

インストーラー 

注 1 このフォルダには外に 69 試合分のファイルがあります

が容量の関係で削除しています。 

「※1」 

「※2」 



- 8 - 

 

(1) 配布用ファイルの説明 

配布用の zip 圧縮ファイル「XL_4R_Ggolf14.01.zip」をデスクトップで右クリックしてショ

ートカットメニューを表示し＜すべて展開(T)＞で解凍してできた「XL_4R_Gゴルフ 14.01フ

ォルダの中は「図 5 配布ファイルの内容」図ように構成されています。この項で説明するこ

とが良くわからなくても後の項で順次操作説明をするのでこだわらなくても大丈夫です。 

同図で「※1」のファイルと「※2」のフォルダが本説明書の関係部分です。他の部分は同梱

の「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログラム」の関係になります。同図の\マークはフォルダ

を示します。配布の「XL_4R_Gゴルフ 14.01」をフォルダごとドキュメントフォルダに保存し

てください。ユーザー用のフォルダの作り方は添付の「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログ

ラム説明書」の「ユーザー用の試合集計用フォルダの作り方」を参考に作ってください。 

1) 「XL_Z4全試合スコア集計プログラム.xlam」： 「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」や 

先頭に「XL_4R」が付いた拡張子「.xlsx」の毎試合のユーザー用ファイルを「XL_Z4_AR 全

試合スコア集計 2014.xlsx」のリボンのコマンドアイコンを使用して年間の集計をするア

ドインプログラムファイルです。（このファイルはプログラムですからダブルクリックし

ないでください。間違った操作をすると壊れるし、シートだけ以外なにも表示しません） 

2) 「全試合 Z4スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」： 

「1)」項のプログラムをアドインに組み込みするときに使用する Excel VBA マクロを使用

したファイルです。新バージョンの更新時には「(5)新バージョンに更新する場合」を参考

に使用してください。 

そのほかアドインに組み込みした場合、以後この「XL_Z4 全試合スコア集計プログラ

ム.xlam」を一切使用しない場合にアドインを解除するために使います。 

3) 「Set_AllPlayScore_Preview」フォルダ： 

合計欄は日付の部分と列幅が違うために三種類のプリントプレビューの設定を保存して

置くファイルでユーザーが直接ファイルを開くなどの操作はしません。配布したままのフ

ォルダ構成でないと機能しませんので移動しないでください。 

説明は後述する「４(26)印刷プレビューの余白マージン等の設定について」を参照してく

ださい。 

4) 「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」：  

このファイルは本説明書用のサンプルファイルであると共に、このファイルを開き名前を

付けて保存により別名の「ユーザー用」の集計ファイルとして使用します。これらのファ

イルは VBAマクロ（Visual Basic for Application Edition）と呼ばれるマクロプログラ

ムを含まない普通の Excel ブックです。前記の「1)」項のアドインプログラムが背後で動

作をコントロールします。アドインプログラムに「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム」

であるという認識をさせるためには、ファイル名の付け方に次の決まりがあります。 

競技用のファイル名の先頭５文字「XL_Z4」（5 文字全て半角文字とし大文字の「XL」、「ア

ンダーバー」、「Z4」の文字列）はアドインプログラムで使うための必須文字です。 

アドインプログラムは、先頭の 5 文字「XL_Z4」だけを分離識別し、「XL_Z4 全試合スコア

集計プログラム」ということを認識してこのプログラムが処理を開始します。 
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残りの文字列は競技名などを加え、ファイル名を付ける場合、Windows の定義により、

“\ / , ; : * ? " < > |”などの半角文字については当然使用できません。 

（末尾に日付などを入力する場合は「.」（ドット）の使用も「拡張子」と区別しにくいので

使わないでください。その場合は半角スペースを使用します。全角字入力状態の場合の半

角の空白文字列は「Shift」 + 「スペース」で半角スペースが入力できます。）「XL_Z4 全

試合スコア集計プログラム」の使用方法」以降で説明しています。 

5) \XL_Z4 全試合スコア集計説明書 V700.docx 

Word 版のこの説明書です 

6) 「XL_Z4全試合スコア集計説明書 V7.00.pdf： 

Pdf版のこの説明書です。 

7) 「Redme.txt」： 

このプログラムファイルの所在、動作に必要な条件などを記述した簡単な説明です。 

(2) インストール前の注意事項 （重要） 

インストールの前に下記の「1)」～「7)」項を実行してください。いきなり「グラウンドゴル

フインストール・アンインストール.xlsm」をクリックしてインストールを実行した場合は、「図 

6 保護ビュー」を表示し、同図①のボタンを押すと「図 7 セキュリティリスク」を表示し、

同図②のボタンを押すと以下の「インストール失敗」で説明のようになりインストールはで

きません。（インターネットからダウンロードまたは電子メールなどで取得したマクロを含む

「Microsost Office」製品はシステムからセキュリティーブロックをされてインストールで

きません。完全にファイルがロックされる場合もあり、ご注意ください！） 

 

 

1) デスクトップ PCアイコンの「ダウンロード」フォルダの中、またはユーザーが指定したフ

ォルダの中に「XL_4R_Ggolf14.01.zip」ファイルができます。 

2) 同ファイルダブルクリックで開くと「XL_4R_G ゴルフ 14.01」ファイルを表示します。（こ

こまでは済んでいるので本説明書が見えているはずです） 

3) 同ファイルを右クリックして「切り取り」を押して「ドキュメント」フォルダへ「XL_4R_G

ゴルフ 14.01」を貼り付けしてください。 

4) ドキュメントの「XL_4R_G ゴルフ 14.01」をダブルクリックして＜XL_Z4 全試合スコア集計

PG＞－＜全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm＞を右クリックしプ

ロパティをクリックします。 

5) 「図 8 セキュリティ」が表示します。 

6) 同図の①「許可する」にチェックを入れて②の＜OK＞を押します。次に以下の操作に移り

ます。 

図 6 保護ビュー 

図 7 セキュリティリスク 
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7) 以上が済んだ場合は「(3)インストール」の項に進んでくだ

さい。 

インストール失敗： 先に「1)」～「7)」項を実行しないでいきな

り「全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」

をクリックした場合は前述したようにインストールすること

ができません。「図 6 保護ビュー」で①のボタン「図 7 セキ

ュリティリスク」②の「詳細表示」ボタンを押した場合、「潜

在的に危険なマクロがブロックされました」と Web ページを表

示して以後インストールすることはできません。 

インストールできないので「4)」の操作により改めて「図 8 セ

キュリティ」の図を表示しても同図の①の「許可する(K)」が

表示しません。（繰り返すなどの状況によりこの表示画面はい

ろいろ変わります）表示しない場合はダウンロードしたファイルがブロックされているので

ここで実行しようとして失敗したすべての「XL_4R_Ggolf14.01.zip」、「XL_4R_Gゴルフ 14.01」

などダウンロードして操作したファイルすべてを PC から削除した後に、ベクターから再度ダ

ウンロードしてあらためて前記「1)」～「7)」項を実行してください。 

(3) インストール 

1) 解凍したフォルダ＜XL_4R_G ゴルフ 14.01＞－＜XL_Z4 全試合スコア集計 PG＞フォルダを

開いて「全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」を開きます。 

2) 「図 9 コンテンツの有効化」の図が表示します。 

3) 同図の「コンテンツの有効化」ボタンをクリックしてください。 

4) 既にお気付きと思いますが、ファイルを開いた場合は画面に注意書きがあります。 

「注意！ 本プログラムは処理を終了後、自動的に Excel を閉じて Windows の画面に戻りま

す！他のブックを開いている場合はキャンセルして、すべてを閉じた上で再度 開いてく

ださい。」 

とあるとおり、複数のブックを開いている場合は事前に他のブックを閉じて本プログラム

だけを開いてください。 

5) 「図 10 インストール」の図が表示しています。 

 

6) インストールされるフォルダは次になります。 

図 10 インストール 図 11 インストール完了 

図 8 セキュリティ 

図 9 コンテンツの有効化 
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「C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\Microsoft\AddIns\」になります。 

7) 「図 10 インストール」の図の＜インストール＞をクリックしてください。 

「C:\Users\ユーザー名\OneDrive」フォルダに配布の「XL_4R_G ゴルフ 14.01」を保存され

ている場合は同図の「プログラム保存パス：」は「https://～～」と表示します。 

8) インストールが完了すると「図 11 インストール完了」の図が開くので＜OK＞を押すとす

べて自動で閉じて Windows 画面に戻ります。 

9) 操作説明は「４「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム」の使用方法」で説明していますが、

「XL_Z4全試合スコア集計プログラム.xlam」を開くと「図 14 全試合スコア集計タブ」の

図のように表示して使用が可能になります。 

10) 次にアンインストールの説明をします。 

(4) アンインストール 

1) 使用していた Excel ファイルをす

べて閉じ、次に「全試合 Z4 スコア

集計インストール・アンインストー

ル.xlsm」を開くと「XL_Z4 全試合ス

コア集計プログラム.xlam」がイン

ストール済みの場合は自動的に

「図 12 アンインストール」の図が

開きます。 

2) 画面上の「注意！」書きの内容のよ

うに、他のファイルがすべて閉じられている場合は＜削除＞を押してください。 

3) 「図 13 アンインストール完了」の図が表示して＜OK＞をクリックするとアンインストー

ルが終了し Excel が自動的に閉じて Windows の画面に戻ります。 

4) 「C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\Microsoft\AddIns\」」にインストールしていた

「 XL_Z4 全試合スコア集計プログラ

ム.xlam」はアンインストールした場合は

自動で削除します。 

(5) 新バージョンに更新する場合 

これまでにバージョン Ver5.00 以降をご使

用の場合は以下のとおりです。それ以前のバ

ージョンについては期間もかなり経つので

省略します。 

1) 「８(1)バージョンアップについての変更内容」を確認し、ご使用のバージョン～Ver7.00 ま

での間でシートの変更が済んでいない場合は同項によりシートの変更をしてください。 

但し、本プログラムの添付ファイルで＜ドキュメント＞－＜GG同好会_4R＞－＜GG 同好会

全試合データ 2014＞-＜全試合スコア集計＞－＜XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx＞

をユーザー用のフォルダ内の同じ「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」があるフォル

ダの中に置き換えてコマンドの「全シート表の初期化」により氏名をユーザー用に更新し

図 13 アンインストール完了 

図 12 アンインストール 
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て使用する場合は「８(1)3)」、「８(1)4)」によるシートの変更はしなくても済みます。 

2) 事前に「(2)インストール前の注意事項 （重要）」を実行しないとインストールできないの

で実行してください。 

3) 「XL_4R_G ゴルフ」を使用していた場合は、解凍してできた「XL_4R_G ゴルフ 14.01」をフ

ォルダごとドキュメント等に保存してください。 

4) 同フォルダ内の＜XL_4R_G ゴルフ 14.01＞－＜XL_Z4 全試合スコア集計 PG＞－＜全試合 Z4

スコア集計インストール・アンインストール.xlsm＞）をダブルクリックします。 

5) 「図 12 アンインストール」が表示するので＜削除＞をクリックしてください。 

6) アンインストールが終了すると「図 13 アンインストール完了」が表示するので＜OK＞を

押してください。Excel 画面は自動で閉じます。 

7) 続けて「全試合 Z4 スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」をクリックします。 

8) 「図 10 インストール」が表示するので＜インストール＞をクリックしてください。 

9) インストールが終了して「図 11 インストール完了」が表示するので＜OK＞を押してくだ

さい。 

10) 以上で新バージョンインストールは完了するのでこれまで使用していたユーザー用の

「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 yyyy.xlsx」ファイル（「yyyy」は年号）を起動してバージョ

ン番号が「GG 全試合スコア集計プログラム Ver 7.00」になっていることを確認してくだ

さい。 
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４ 「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム」の使用方法 

(1) ユーザー用のデータフォルダを作る 

1) 「XL_4R_G ゴルフ Add-inPG」フォルダの「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログラム説明書」

をご覧ください。 

2) 同説明書の「3（6）ユーザー用の試合集計用フォルダの作り方」の項に詳しく書いていま

すのでご覧ください。 

(2) 前項「(1)」の取り込みユーザー用の全スコア集計データファイルを作る 

（この説明以外に後述の「(5)」の方法で、名前を変えて保存する方法でも構いません） 

1) 「GG同好会_4R」フォルダの中のサンプルファイルを利用して「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

2014.xlsx」を複写してユーザー用の全試合スコア集計データファイルを作ります。 

2) 「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」の上で右クリックしてコピー & 貼り付け（コピ

ペ）をしてください。 

3) 「2)」できたファイルの「年号と－コピー」の文字列を変えてユーザー用の西暦年号に変更

してください。先頭の「XL_Z4」の文字列は必須項目ですので取り除いてはいけません。そ

れより右のタイトルはと年号はユーザーの自由な変更が可能です。（ユーザー用として「AR」

の文字を取り除いてもかまいません） 

4) 以下では「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」の操作説明をするので「3)」で作った

ユーザー用の操作の参考にしてください。 

(3) 全試合スコア集計タブについて 

1) 「GG同好会_4R」フォルダの「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」を開きます。 

2) 前記の「３(3)インストール」のインストールが成功した場合は「図 14 全試合スコア集計

タブ」の赤枠内の「全試合スコア集計」タブを表示します。この図の場合は「年間全デー

タ」シートを選択した場合のアイコンを表示しています。 

 

(4) 全シートへ西暦タイトル記入 

1) 印刷プレビューで確認すると全シートのヘッダに「2014 年度グラウンドゴルフ成績表」と

表示します。 

2) 表を更新する場合、＜全シートへ西暦タイトル記入

＞を選択すると「図 15 全シートへ西暦タイトル

記入」を表示します。青い字幕で当年度を表示する

ので字幕の上から西暦を入力すると表示中の文字

が消えて新しい西暦が入力できます。 

3) ＜実行＞を押すと西暦に“年度グラウンドゴルフ成

図 14 全試合スコア集計タブ 

図 15 全シートへ西暦タイトル記入 
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績表”の文字を結合しヘッダに入力します。 

参考：年度更新の場合は、この機能を実行しなくても次項で説明の「(5)全シート表の初期

化」を実行すると同じ西暦を入力する画面を表示して上記同様の西暦とタイトルを

入力できます。 

(5) 全シート表の初期化 

初期化の目的は前記「(2)」のような「年次更新用」の場合や、配布の「XL_Z4_AR全試合スコ

ア集計 2014.xlsx」ファイルをユーザー用に初期化する場合でデータはプログラムが削除し

ます。表を消したりしないで表示している状態のままで以下の操作をしてください。 

※ 上記の「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」のサンプルファイルを使用する場合で、1～

3 月などから始める場合は「(5)全シート表の初期化」図で現在の西暦－1 という形でデフォ

ルト表示します。4 月に継続して使用する場合はその 1～3月で作ったユーザー用ファイルを

新しい年度に更新して使ってください。 

1) 年間全データシートから＜全シート表の初期化＞をクリックします。 

2) 「氏名の列を残す」チェック「ON」は年度更新の場合で

メンバーに変更がない場合です。 

3) メンバーに変更がある、または新規の場合はチェック

「OFF」で名前を消去します。（以下の「(6)氏名の取込」

で名前を取り込みします） 

4) 「図 16 全シートの初期化」の図を表示します」デー

タの年度を表示するので青い字幕の上から西暦を入力すると表示中の文字が消えて新し

い文字列が入力できます。 

5) チェック「OFF」で氏名を削除した場合は次の「(6) 氏名の取込」を実行しないと氏名の取

り込みができず、氏名の手入力をすると「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」などの試

合集計用ファイルからデータを取り込む場合に文字列の不一致がでるためです。 

(6) 氏名の取込 

この機能は試合集計用の氏名を全シートに入力するための処理です。氏名の追加取り込みも

可能です。この説明ではサンプルファイルの氏名を取り込みます。追加取り込以外は必ず前

項の「(5)全シート表の初期化」を実行してから後に本処理をしてください。本項で氏名の取

り込みをしていない場合はデータを取り込むことはできません。（「GG 同好会_4R」フォルダ

の「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」サンプルファイルなどからデータを取り込む場合は

一致する氏名の行を検索して、その行にデータを取り込

むためです。半角、全角、スペースなどの文字列が 1文

字違っても検索できません。その外、取り込む氏名の数

が「年間全データ」シート側で取り込む「No」の数と氏

名の列に空白が無いと「図 17 処理の失敗」の図を表示

します。その場合「(30)全シートの下部に用紙追加」を

不足人数相当分だけ追加してください。）氏名の重複チ

ェックはしません。この機能の操作方法は次のとおりです。 

図 17 処理の失敗 

図 16 全シートの初期化 
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1) 年度更新などの場合でメンバーが変更の場合は「(5)全シート表の初期化」をしてくださ

い。（年度途中での氏名の追加は「４(32)年度の途中で氏名を追加する場合」参照） 

2) 年間全データシートから＜氏名の取込＞をク

リックすると「ファイルを開く」ダイアログ

が開き「メンバー」フォルダの「同好会用メ

ンバー30.xlsx」など各種メンバーファイル

が表示するのでファイルを選択して＜開く

＞をクリックします。 

3) 「図 18 Excel ファイルから氏名の取り込み」を表示します。 

4) 開くボタンを押して「GG同好会_4R」フォルダの「同好会用メンバー30.xlsx」ファイルを

開くと「図 19 氏名取り込みサンプル」の図を表示するので同図の全氏名を取り込むには

「I2:I31」の範囲をドラッグし＜取り込み＞ボタンを押してください。 

5) 『「30」個のデータを各シートに取り込みました！』と表示します。 

(7) 全スコアデータ取り込み 

この処理は普段は使う必要はありません。「XL_Z4_AR 全試合

スコア集計*.xlsx」などを壊したなど何かのトラブによる理

由ですべての日付の試合のデータを取り込み替える場合だ

け使用します。 

※参考 1 「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」の試合デー

タは 69 日分の試合データが取り込まれており「GG 同好会全

試合データ 2014」フォルダの中に現在試合データが 1 個だ

けしか保存していないため、この処理を実行すると 1日分だ

けのデータになります。「全スコアデータ取り込み」を試し

た場合は 69 日分のデータを失うので上書き保存をしないで

ください。（ファイルサイズの関係で沢山のサンプルデータ

をご用意できません） 

アイコンの「全スコアデータ取り込み」を選択するとサンプ

ルの「GG 同好会全試合データ 2014」フォルダから「年間全

データ」シートに年間の全試合のデータを取り込み

ます。 

集計をする場合にはプログラムが既に取り込み済み

のデータを削除した上で全試合データの「点数順集

計表」シートに一個ずつ繰り返しアクセスして要求

元の「年間全データ」シートに取り込んで集計をしま

す。同年度でない場合は「(5)全シート表の初期化」、

「(6)氏名の取込」などの操作を事前にしなければなりません。 

1) 年間全データシートから＜全スコアデータ取り込み＞をクリックすると「図 20 全スコ

ア取り込」が開きます。 

図 19 氏名取り込みサンプル 

図 20 全スコア取り込 

図 18 Excel ファイルから氏名の取り込み 
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2) 「開く」ボタンを押して「(1)」で説明の「GG 同好会全試合データ 2014」フォルダを選択し

ます。 

（注意！ この場合はファイルではなくフォルダの選択ですから個別のファイルは見えま

せん。この中には「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」のような先頭に XL_4R の文字列

が付いた年間の全競技用ファイルすべてが保存してあります。） 

3) 同図の『ヘッダへ西暦付きタイトルを自動記入する』チェックが「ON」の場合は「点数順

集計表」シートのセル「C2」の日付からすべてのシートのヘッダに「yyyy 年度グラウンド

ゴルフ成績表」の西暦付きタイトルを記入します。C2 セルが 2015/03/24 などのように 3

月からプログラムを開始した場合、このタイトルは年度ですから 2014の西暦となります。 

4) 次に＜OK＞ボタンを押してください。 

5) ステータスバー（「タスクバー」の上にあるバー）に取り込み中のファイル名を表示します。

罫線設定などをするため多少時間が掛かりますので最後までお待ちください。（但し、試

合数が少ないと早くて見えません） 

この処理では取り込むデータに同じ試合日の日付が誤って重複していた場合、同じ日付を

ダブって取り込みます。次の「(8)選択取り込み」の取込処理は検索して取り込むので注意

メッセージを表示します。ファイル名の末尾の日付はダブっていなくてもシート内の日付

を間違って既にある日付などにしていた場合にダブりが生じます。 

次の「(8)選択取り込み」でダブりのエラーメッセージが出た場合は、日付は何日がダブっ

たのか分かってもスキップや上書きなので分かりにくいため日付のダブりが有った場合

にはメモを取ってこの処理でデータを取り込んで日付を目で確認します。 

取込処理が完了すると『「××」日分のデータを取り込みました！』と表示します。（次項の

「参考 3」を参照）全シートの集計は「0「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)

シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、

最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括

転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 か

ら追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作を

ご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転

送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合を

まとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

6) シートへ一括転送」を押す必要があります。 

7) 右端には「試合総合計（順位： 1R平均）」を表示します。これらの集計の詳細説明は後述

の「(23)「試合総合計」の順位の決め方と出席率などについて」や「(25)並べ替え」で説

明しています。 

参考 2： 「GG 同好会全試合データ 2014」フォルダのような競技用ファイルだけが格納さ

れているフォルダには他のデータファイルや集計と関係ないデータを入れると一緒に

取り込んでエラーになるため専用のフォルダとしてください。（配布時から入れている

フォルダ以外のことです） 

参考 3： 行の最下部で欄外に取り込んだ場合、例えば添付のサンプル「XL_4R_GG_同好会
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_2015 03 29.xlsx」を「年間全データ」シートに取り込んだ場合で、「年間全データ」

シートに前出しの試合データの一部のプレーヤーの「氏名」が無い場合は「図 21 氏

名不一致でエラー」を表示し下方の欄外に氏名と成績を表示します。この場合欄外の 40

行以上を行削除するかチームに繰り入れて氏名を登録して欄外に入らないようにしな

いと印刷する場合にプレビューウィンドウに収まらないためにうまく印刷できませ

ん。「注意」の報告であり、表示し成績には関係ありません。40 行以上の行を残した場

合でも、ほかの日の「(8)選択取り込み」などではエラーは出しません）一般には同好会

以外の臨時プレーヤーなどは「XL_4R_GG_同

好会_2015 03 29.xlsx」側で打数入力しな

いようにすることです。 

(8) 選択取り込み 

「選択取り込み」を使用すると個別にファイルを

選択して取り込むことができるので 1個の取り込

み処理時間が短くなります。操作は前項同様です

が、違うのは「(1)」で説明の「GG同好会全試合デ

ータ 2014」フォルダから「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」の試合データファイルを選択

します。その場合に Shift や Ctrlキーを使用してファイルを複数選択しての取り込みができ

ます。 

この機能の主な目的は毎試合ごとに集計しているので最終試合日の 1 日を選択して取り込む

ことです。 

フォルダ内のファイルを選択する場合で既に取り込み済みのデータを選択して＜OK＞を押し

た場合は「この日付データは取り込み済です。修正のため取り込みますか？」と通知して＜

はい＞、＜いいえ＞、＜キャンセル＞などを選択できます。 

2015 03 29のデータを取り込む説明： 

2015/03/29だけデータが取り込んでいないので取り込みをしてみます。 

「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」を開き「選択取り込み」を選択して「図 22 選択ス

コア追加取込」を表示して「GG同好会_4R」フォルダの「GG同好会全試合データ 2014」フォ

ルダの中の「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」を選択し＜OK＞をクリックしてください。 

「年間全データ」シートの最右端に「3/29」の

データを取り込み、その右に「試合総合計」

を表示します。この取り込んだデータは次項

の「0「(8)選択取り込み」実行した場合は、

続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必

要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマンド

を押すだけで、最後に試合したデータを選択

して自動的に取り込みして、続けて次項の

「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はありません。この

機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっています。通常

図 21 氏名不一致でエラー 

図 22 選択スコア追加取込 
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はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)

シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」

は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用

ください。 

シートへ一括転送」コマンドをクリックして全シートの集計をする必要があります。（「(9)最

新競技取り込み」項のような自動実行はしません）以下は参考事項です。3/26までの 1 年間

に 15 名しかプレーしていませんが、3/29 日だけ 30人のプレーヤーが試合をしているため 30

名の氏名が登録してあります。このようにいくら最後の日でも全員の氏名を追加してないと

データが取り込みできません。「参考 3」で記述したように同好会以外の臨時のプレーヤーは

スコアシートには記入しても「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」などの同好会試合集計表

には入力しないことです。 

(9) 最新競技取り込み 

「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でした

が、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的

に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を

操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が

大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアル

を初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすく

なります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)

シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

(10) シートへ一括転送 

前項「(7)全スコアデータ取り込み」、「(8)選択取り込み」を実行して試合データを取り込んだ

場合は続けて＜シートへ一括転送＞を実行してください。本機能は以下の「(11)」～「(16)」

までの操作を省略して一括処理ができ同好会の試合場で掲示する「年間・月間」シートや「上

期・下期」シートなどの成績順位を計算できます。 

この機能は前記「(8)選択取り込み」と共に通常よく使用する処理で通常試合会場で掲載する

のは、別の「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログラム説明書」で記載した「点数順集計表」

シートと、この機能による処理によってできる「年間・月間」シートを印刷して掲載するだ

けで良いと思います。（試合日が下期に入ると「上期・下期」も掲載します） 

この処理は多少時間が掛かり処理状況をステータスバーに表示します。 

1) 以下の「(11)」～「(16)」の機能である操作を個々に実行するのが面倒なので「年間全デ

ータ」シートでこの処理を実行すると一括処理できます。 
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2) この場合、「図 23 スコアデータを各シー

トへ一括転送」図の「月」、「週」、「四半期」、

「半期データ」は「年間全データ」シート

の最終試合日を同図のように「デフォルト

値」で表示し、変更は可能ですが次の項以

降の説明で個別のシートからでも変更で

きます。 

(11) 年間合計印刷シート 

このシートの目的はプレーの日付が多くな

った場合に新しい日付側から 8日分を表示し

て残りの列は非表示にして掲示用の印刷物を A4 1 枚で公開するためです。それ以前は前回公

開したわけですから毎回全部を印刷して公開はしないと言うことです。 

1) 「年間合計印刷」シートに切り替えて「年間合計印刷」をクリックすると『「年間合計印刷

データ取り込み」を実行します。』と確認メッセージを表示します。 

2) ＜OK＞ボタンを押すと「年間全データ」シートからデータを取り込み表示します。 

3) 右側末尾の「試合総合計」は 4 月からの全試合分を表示します。 

4) 「年間合計印刷」シートに取り込んだ場合は「年間・月間」シートの左側に年間合計である

「試合総合計」の列を転送します。 

(12) 週間データシート 

このシートの目的は 1 週間だけの集計をします。（第 1週、第 2 週など「第」が付く場合はそ

の月の 1 日が始まった曜日から 7日間が第 1 週です） 

週で指定するには 1～7、8～14、15～21、22～28、29～31 日の間で試合を集計する週のコマ

ンドボタンを ON にして＜取り込み＞ボタンを押します。「年間全データ」シートにプレーが

無い週はコマンドボタンが影の表示になり選択できませんが、「＜」で月を戻り「12月」、「1

月」にすると分かり易いと思います。 

その場合「＞」は月を進めます。但し、一年度単

位のカレンダーで２ヶ月分の試合を表示し、右

側に最新プレーを表示して左が古い試合なりま

す。このため年度当初の４月が最新プレーです

から右に表示、左は試合がまだ無いため翌年（同

年度）の３月を表示します。 

1) 「週間データ」シートに切り替えて＜週間デー

タ＞を実行すると「図 24 週間データの取り

込」を表示します。 

2) 「年間全データ」シートにプレーをした日付が載っている日は赤色で表示します。 

3) 同図では 3 週目の 3 月の 15 日～21 日の間に 1 回プレーをしているためこの週をクリック

して黒丸を付け、＜取り込み＞ボタンを押すと「週間データ」シートに 3/21、だけの試合

を表示し、右側末尾の「試合総合計」にはこの間の成績を表示します。 

図 23 スコアデータを各シートへ一括転送 

図 24 週間データの取り込 
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4) このカレンダーを開いたときは最終プレーをした月を表示し、最終試合の週が黒丸になる

ので必要に応じコマンドボタンを選択してください。「＜」、「＞」ボタンを押すことで「月」

を変えて表示することができます。 

5) 西暦の左側のボックスに手入力で 1900～2999の年度で西

暦を入れるとその年の何月でも表示できます。遊び心で

生誕の曜日を調べるなどを試して見てください。 

(13) 月間データシート 

このシートの目的は文字どおり「月間」データの取り込みで

す。 

1) 「月間データ」シートに移動して＜月間データ＞を実行す

ると「図 25 月間データ取り込み」を表示します。 

2) 「取り込む月」スピンボタンの数字を変えると同月のデー

タを「年間全データ」シートからを取り込んで「試合総合計」を表示します。 

3) 全データシートの西暦には「年間全データ」シートの先頭の日付、つまり「C2」セルの日

付から西暦を読み取ります。 

4) 「月間データ」シートに取り込んだ場合は「年間・月間」シートの右側に月間合計である「試

合総合計」の列を転送します。 

(14) 四半期データシート 

このシートの目的も文字どおり「四半期」データになります。 

1) 「四半期データ」シートに移動して＜四半期データ＞を実行すると「図 26 四半期データの

取り込み」を表示します。 

2) 表示のコマンドボタンを押すと該当の四半期データを

取り込みその試合期間の「試合総合計」を表示します。 

(15) 半期データシート 

「上期・下期」シートにデータの集計結果を分類して表示

します。 

1) このシートの目的は下期になって機能します。つまり４

月～9 月までは「年間・月間」シートに表示する「年間」

データ ＝「上期」分ですから不要です。しかし下期に

なると「上期・下期」シートのように、上期と下期を分

けて表示しないと成績順位の変化がわかりません。当初はこのシートが無かったのですが、

不便なのでこのシートを作り機能アップしました。 

「年間データ」シートから下期の時期に「(9)最新競技取り込み」または「0「(8)選択取り込

み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技

取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、

続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はあ

りません。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっ

ています。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合

図 26 四半期データの取り込み 

図 25 月間データ取り込み 
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は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、

「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転

送」と併せてご利用ください。 

2) シートへ一括転送」を実行した場合は「半期」分だけを表示するシートですから上期のデ

ータは当然表示せず、下期のデータを 10 月から表示します。上期を見る場合は同シート

でリボンのメニューから「半期データ」を押して「図 27 半期データ取り込み」の図を表

示して「上期（4 月～9 月）」を押すと黒丸になるので「実行」ボタンを押してください。

上期のデータをシートに表示します。 

(16) 優勝回数データシート 

このシートでは年間の「優勝回数」、「準優勝」、「第三位」

の回数を多い順に表示します。 

1) 「優勝回数データ」シートに移動して＜優勝回数データ

＞を実行すると「優勝回数データ取り込み」を実行しま

す。 

2) 「よろしいですか？」と表示するので＜OK＞を押すと「年

間全データ」シートよりデータを取り込み、試合期間の上記の順位を表示します。 

(17) 「年間・月間」シート 

「年間・月間」シートではリボンの＜印刷＞コマンドアイコンを押してプレーをした次の試合

日などに A4 版で印刷して掲示するためのシートです。前記「(11)4)」と「(13)4)」で記述し

ていますが、「年間合計印刷」シートや「月間」シートの「試合総合計」をそのまま表示する

ので本シートの掲載に当たっては必ず「(9)最新競技取り込み」または「0「(8)選択取り込み」

実行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り

込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、続

けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はあり

ません。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になって

います。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、

次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)

選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」

と併せてご利用ください。 

シートへ一括転送」または「(11)年間合計印刷」と「(13)月間データ」の双方を実行する必

要があります。一般には前出しの「(9)最新競技取り込み」または「0「(8)選択取り込み」実

行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込

み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、続け

て次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はありま

せん。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になってい

ます。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、

次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)

選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」

図 27 半期データ取り込み 
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と併せてご利用ください。 

シートへ一括転送」が一回で一括処理をするので簡単です。このシート右側の「月間」成績

については月が替わって第一回目の試合では詳細な順位はわかりませんが、「(23)1)」の項で

は「点数順集計表」を掲載とあり、その表で順位の詳細な決定がわかります。 

「点数順集計表」シートでは「合計が、同点である場合は「H1」←「2 打」←「3 打」の矢印

の方向の打数の回数が多い方が、順位が上位（3 打より 2 打、1 打が多い方が上位）であるよ

う集計します。このことから「年間全データ」シートに H1はありますが 2 打、3打の打数が

本表には無いため同順位になった場合は「点数順集計表」が順位を細かく分けられるからで

す。同じ月の第二回目からは本表の「月間」成績表が機能してきます。 

「J1」セルの「出席率： XX%」は後述する「(24)基準出席率設定」の項で＜基準出席率設定＞

を実行した場合だけ自動入力します。 

(18) 「上期・下期」シート 

「(15)半期データ」の項で説明のように「半期データ」シートで集計した成績データを「上期」

と「下期」に分けて表示します。下期においては試合場に「(17)「年間・月間」シート」と共

に掲示するとプレーヤーに喜ばれます。 

(19) Outlook Mail 送信の設定関係 

試合のデータ「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」などと本プログラムで集計した「XL_Z4_AR

全試合スコア集計 2014.xlsx」の 2個のファイルを「年間全データシート」の「Outlook Mail」

-「送信」コマンドアイコンによりテンプレートと共に「Outlook」に自動転送します。この

目的は試合をしているグラウンドゴルフ試合当日のデータを希望のメンバーに対して同時送

信するためです。事前にテンプレートなどを設定しておく必要があります。テンプレートの

作成操作手順については「７Outlook 同報メールテンプレート作成操作手順」に記載してお

ります。 

1) Outlookテンプレートの作成 

「７Outlook 同報メールテンプレート作成操作手順」によりテンプレートを作成して「*.oft」

テンプレートを事前に作成してください。 

2) 「年間全データシート」から「Outlook件名設定」コマンド（アイコン）をクリックしてく

ださい。 

 

3) 「図 28 Outlook 件名入力」の図が開くので同図左側の①の＜テンプレートを開く＞をク

リックします。 

図 28 Outlook 件名入力 
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4) 「ファイル選択」画面が開くので「元気 GG同好会 試

合結果.oft」を選択し＜OK＞を押すと同図右側の②

のように「元気 GG同好会 試合結果.oft」が入力し

ます。 

5) ③の＜フォルダに登録＞ボタンを押すと「設定しま

した」と表示するので＜OK＞を押して閉じます。 

6) 「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」ファイルと

同じフォルダ内に「図 29 Outlook Template Name」の図のように「Outlook Template Name」

フォルダが作られその中に「Outlook_Template_Name.ini」の設定ファイルが自動的に作ら

れます。 

参考：「図 28 Outlook 件名入力」の図のダイアログはテンプレートを事前に作って置かない

と「Outlook_Template_Name.ini」の設定ファイルは作ることができませんのでご注意く

ださい。 

(20) Outlook Mail 送信 

この操作では「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

2014.xlsx」ファイルの内容に変更があれば自

動保存するので「上書き保存」の必要はありま

せん。以下の操作では「７Outlook 同報メール

テンプレート作成操作手順」で説明のように

事前にテンプレートを作成している同好会メ

ンバーに同図のように添付ファイルを送信し

ます。 

1) 「年間全データシート」から＜送信＞コマン

ド（アイコン）をクリックしてください。 

2) 実行確認が表示するので＜OK＞を押しま

す。 

3) Outlookの「受信トレイ」を開き、次に「送信トレイ」が開きます。「図 30 送信トレイ」

図のように試合のデータ「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」と「XL_Z4_AR全試合スコ

ア集計 2014.xlsx」の 2 個のファイルが添付されています。 

件名は以下のようになります。 

「図 28 Outlook 件名入力」で記載の件名「元気 GG同好会 試合結果」+ 空白 + 「試合日

の日付」を自動で付け加えて「元気 GG同好会 試合結果 2015/03/29」と表示します。 

4) メール本文には追加の記入もできます。この操作では「×」をクリックして閉じ、「受信ト

レイ」も「×」で閉じて送信を中止できます。 

5) Outlook のメールの送信では＜送信＞コマンド（アイコン）を押しても、設定によっては

いきなり送信しないで一旦「送信トレイ」に入れて確認した後に送信することができます。 

6) Excel ブックを自動ですべて閉じて終了します。 

※ この Outlook メール送信では手間を省くために Excel ブックをすべて閉じて終了します。複

図 29 Outlook Template Name 

図 30 送信トレイ 
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数のブックを開いて操作しないようにご注意ください。 

(21) ラウンド平均表示値 

このプログラムでは「図 31 ラウンド平均値の変更」図で表示のように 1R～4 ラウンドま

での集計できます。 

一般には「3R」か「4R」の試合になりますが、以下の「(23)「試合総合計」の順位の決め方

と出席率などについて」で説明の順位は 1R の平均値により順位を決定します。しかし「1R

平均値」だけでなく総試合数の平均値が知りたくなります。 

このため通常試合する試合数が「3R」または「4R」の何れか多い方に、優勝回数シート以外

はどのシートからでも＜ラウンド平均表示値＞をクリックして「図 31 ラウンド平均値の変

更」を表示して任意に変更できます。既に集計が済んで上書き保存が済んだ後などでは再度

「上書き保存」しなければ何度変えて見ても問題

ないのでいろいろ切り替えて見てもかまいませ

ん。 

(22) 総合計再計算 

既に取り込んだデータを再度計算する場合に使

用します。計算を自動化させたのでプログラムを

作る上でのデバッグ以外にはあまり使うことは

ないと思います。「試合総合計順位」の詳しいこ

とは以下の「(23)」の項で説明しています。 

(23) 「試合総合計」の順位の決め方と出席率などにつ

いて 

1) 各シートの試合総合計にある順位について説明します。 

順位の決定は第 1 順位「1R平均」が少ない方が上位。同点の場合「H1」が多い方が第 2 順

位、「出席率」第 3 順位でプログラム処理のランク付けをして成績が良い方を上位に並べ

替えられます。各日付の順位については添付の「GG 同好会全試合データ 2014」フォルダ

内の「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」などの競技用ファイル側で H1、2 打、3 打の多

い順でランク付けしますが、本プログラム「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」には

用紙サイズの関係で「年間全データ」シートに 2 打、3 打のデータを設けると印刷時の用

紙サイズが収まらないこと、または文字が小さくなり過ぎるなどで 2 打、3 打のデータを

取り込みません。H1 だけは取り込むので、これらを基に集計をします。（何度も記述しま

したが、前出しの「1)」や「(17)「年間・月間」シート」の項で記載しましがが、当日の

試合データは「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」の中の「点数順集計表」を掲載するの

で掲載時はそちらを見ます。試合数が多くなってくると「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

2014.xlsx」の「年間・月間」成績順位の重複は問題なくなります。成績結果を掲載した場

合等で、プレーヤーの質問にはそのように答えてください。） 

2) 順位を決める場合、プレーヤーの出席が 1 回で得点が高得点を出して以後出席していない

などの場合は他のプレーヤーに不公平なため一定の出席率以上である場合に順位に載せ

るためです。優勝回数以外の各月シートの「F1」セルには初期値を 50 として設定してあ

図 31 ラウンド平均値の変更 
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ります。運用に合わせて次項の「(24)基準出席率設定」の項でこれらのセルに数値を設定

することで出席率を考慮した順位が変えられます。「F1」セルの数値を一時的に変えて見

るまたは Delete して空白にして＜総合計再計算＞を実行すると出席率の悪いプレーヤー

も順位の中に組み入れられ「試合総合計順位」が調べられます。（集計後上書き保存が済ん

で試すなら良いのですが、それ以外は必ず元に戻して置かないと「(17)「年間・月間」シ

ート」の「J1」セルと結果が違うことになります。） 

3) このプログラムでは急な雨やその他の事情で止む無くプレーを 1R、または「2R」、「3R」で

打ち切った場合の集計が可能です。「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」の場合「年間全

データ」シートのセル「E3」、「H3」・・・「HA3」はその日の試合のラウンド数です。これら

の数値をカウントした「HG3」セルは試合日数、「HH3」セルは試合の総ラウンド数になりま

す。 

(24) 基準出席率設定 

前項により並べ替えをする場合は優勝回数以外のシートでは「F1」セルの「基準出席率」を

基に計算し設定した数値に満たない場合は順位から外して表示します。 

1) 年間全データシートから＜基準出席率設定＞をクリッ

クすると「図 32 出席率の設定」が開きます。 

2) 「出席率」ボックスに数値を入力して＜設定＞を押すと

優勝回数を除くシートの「F1」セルに出席率が入力さ

れ出席率を考慮した並べ替えを各シートに実行しま

す。処理は多少時間が掛かります。処理状況をステー

タスバーに表示します。 

(25) 並べ替え 

＜並べ替え＞を選択した場合の図は「図 33 並べ替え」の図のように表示します。並べ替え

をした場合は、シート右端の試合総合計の欄に「試合総合計欄「図 31 ラウンド平均値の変

更」図の赤枠の直上に括弧で囲んだように「順位： １R 平均」のように目的別に並べ替えた

結果のタイトルを表示します。以下の並べ替えでは優勝回数以外の各シートの「F1」セルの

「基準出席率」を元に並べ替えをするためこの値未満の場合は順位

外になります。会場で公表時に見易くするため並べ替えをした場

合、「氏名」と「試合総合計」スクロールで隣接させさせています。

戻すには水平スクロールバーで戻してください。尚、並べ替えは

すべて試合集計を済ませて直ぐに上書き保存してその後で並べ替

えると並べ替えを戻す作業をすることなくファイルを閉じること

ができます。 

並べ替えの種類： （並べ替えは各シートで実行可能です。） 

1) 「全シート番号順に並べ替え」： すべてのシートを番号順に並べ替えします。 

※ 以下は個別のシート内での処理です。 

2) 「ｱｸﾃｨﾌﾞｼｰﾄ番号順に並べ替え」：番号順に並べ替えします。 

3) 「氏名順に並べ替え(C)」：氏名の順に並べ替えします。 

図 32 出席率の設定 

図 33 並べ替え 
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4) 「試合日順で並べ替え」： 日付をクリックしてこの機能を選択すると選択した日付の列だ

けを最右端の「試合総合計」の項目で「順位」の列を番号順に並べ替えて表示します。 

「年間・月間」シートはこの機能は無視してデータは元の表示のままで反映しません。 

5) 「総合計 H1順で並べ替え」： ホールインワンの順で並べ替えします。 

6) 「総合計順位で並べ替え」： 順位の順に並べ替えします。 

7) 「総合計出席率で順並べ替え」： 出席率の順で並べ替えをします。 

(26) 印刷プレビューの余白マージン等の設定について 

この設定は表示している各シートを印刷する場合、それぞれのシートの設定についての説明

です。「年間全データ」「四半期データ」「半期データ」シートは試合数が変化するため横幅が

一定ではないため日付数の増減に対する印刷幅（印刷プレビュー）を自動で調整する目的で

す。しかしパソコンとプリンターによって多少印刷余白の設定が変わってしまうために印刷

が頁内に収まらない場合は、ユーザーの機器に合うように一度だけクイックアクセスツール

バーの「印刷プレビューと印刷」をクリックして調整する必要があります。（「印刷プレビュ

ーと印刷」が表示しない場合はクイックアクセスツールバーのドロップダウンリストボタン

をクリックし「印刷プレビューと印刷」にチェックマークしてください） 

ただし、競技の参加者には試合結果を「年間・月間」シートだけ毎試合競技場で掲示すれば

他のシートは掲載を省略してもまったく問題ないのではと思います。他のシートは年度末、

その他の親睦会などのイベントの際に、優勝回数などを、PC を見ながら発表するのに利用す

れば良いのではないでしょうか。（「上期・下期」シートは下期で掲載します） 

したがって「年間・月間」と「上期・下期」シートだけを設定するだけで良い場合もあるでし

ょう。とは言っても説明書ですからすべてのシートの印刷方法を以下に記述しておきます。

この設定はサンプルの「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」を例に説明しますが、実際

にはこのファイルに設定しないで「XL_4Rグラウンドゴルフ集計プログラム説明書*.*」で説

明のトップのフォルダをユーザー用のファイルである「元気 GG 同好会」などに設定した配下

の「全試合スコア集計」フォルダ内にある「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」で設定

をしてください。 

シートについて説明すると「年間全データ」シートは試合をしたすべての日付データが入り、

全シートの参照基となるシートです。 

「(9)最新競技取り込み」コマンドアイコンを押した場合（または「0「(8)選択取り込み」実

行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込

み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、続け

て次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はありま

せん。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になってい

ます。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、

次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)

選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」

と併せてご利用ください。 

シートへ一括転送」コマンドアイコンを押した場合）は「年間全データ」シートから「年間
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合計印刷」シートにデータを取り込み、末尾から 8 日間より前の日付列を非表示にして A4、

1 枚に収まるように印刷して掲載できます。「年間全データ」「四半期データ」と「上期・下期」

は年度初めまたは新規開設の場合には日付列が 8 日以内ですが試合数が９日以上になると日

付列枠が 11日に変化します。 

「年間合計印刷」「週間データ」「月間データ」シートは日付列が 8日以内で固定です。 

「優勝回数」シートの日付は試合日ごとに増加しますが、セル幅はすべてが同じ値です。分類

すると日付列「8 日以内」、「9 日以上」のものと、「優勝回数」、「年間・月間」の 4 種類の設

定に分類されます。Excelの場合、パソコンまたはプリンターの種類によってクイックアクセ

スツールバーの「印刷プレビューと印刷」の画面で乱れる場合があります。このためパソコ

ンごとに、プレビュー画面に適合するように「XL_Z4_AR全試合スコア集計*.xlsx」ファイル

を開いた時は「\全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Preview」フォルダ内の中に設定され

た「年間全データ」シートだけ値を読み出し、「印刷プレビュー」コマンドを調整します。（他

のシートは起動時には「\Set_AllPlayScore_Preview」の値を読み込みません）その設定区分

は「図 34 プレビューの設定」の図の赤丸の番号のように分けています。 

最初にご使用の場合で、印刷プレビューに収まらない場合は、以下の「図 34 プレビューの

設定」の図による説明の設定をしないで、以下の「「印刷プレビュー」の設定方法」までは良

く目を通すだけとして、「「印刷プレビュー」の設定方法」から実行すると、ほとんどの場合

は収まるはずです。 

 

 

「年間全データ」「四半期データ」「半期データ」シートの場合 

1) 日付列が 9日以上になった場合 

a. ＜印刷プレビュー設定＞をクリックします。 

b. 試合回数が増えて、日付が 9 日以上になると同図の赤い文字で①「プレビュー_1 頁目

は全て日付データの場合の設定」ダイアログが表示します。「年間全データ」「四半期デ

ータ」「半期データ」シートの 3個は日付列が 9 日以上の状態になります。（この場合、

値の設定は「\Set_AllPlayScore_Preview\ScoreTotalAllPlay_1.ini」を引用します） 

2) 日付列が 8日以内の場合 

a. ＜印刷プレビュー設定＞をクリックします。 

b. 日付が 8 日以内の場合（年度当初または新規開設時などの場合）は同図の赤い文字で②

「プレビュー_1 頁目に合計が収まる場合の設定」ダイアログが表示します。 

年度当初は「年間全データ」「四半期データ」「半期データ」と次項で説明の日付列が 8

図 34 プレビューの設定 
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日以内で年中固定である「年間合計印刷」「週間データ」「月間データ」などのシートの

日付列が 8日以内の状態になります。 

（この場合、値の設定は「\Set_AllPlayScore_Preview\ScoreTotalAllPlay_2.ini」を引

用します） 

「年間合計印刷」「週間データ」「月間データ」シートの場合 

1) 日付列 8 日以内に固定です。 

a. ＜印刷プレビュー設定＞をクリックします。 

b. 同図の赤い文字で②の「プレビュー_1 頁目に合計が収まる場合の設定」ダイアログが

表示します。 

「優勝回数」シートの場合 

1) 日付の列と合計の列も幅が一定なので日付の数には関係なく簡単な設定です。 

a. ＜印刷プレビュー設定>をクリックします。 

b. 同図の赤い文字で③の「プレビュー_優勝回数の設定」ダイアログが表示します。 

「年間・月間」「上期・下期」シートの場合： 

1) デフォルトではズーム値を 100 として設定しています。『「年間・月間」シートだけ毎試合

競技場で掲示』と記述していますが、重要なシートですからできるだけズーム値を大きく

して見易くなるようにクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」の「拡大

/縮小」を調整して設定した後 Excel の「上書保存」をする必要があります。 

a. ＜印刷プレビュー設定>をクリックします。 

b. 赤い文字で④の「プレビュー_年間・月間」ダイアログが表示します。 

「印刷プレビュー」コマンドの設定値の保存・取り込み 

「XL_Z4_AR 全試合スコア集計*.xlsx」ファイルを開いた時はパソコンごとのプレビュー画面

に適合して表示するように「\全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Preview」フォルダ内の

中に設定された「年間全データ」シートだけ値を読み出し、「印刷プレビュー」コマンドを調

整します。（他のシートは起動時には「\Set_AllPlayScore_Preview」の値を読み込みません） 

1) 上記で「図 34 プレビューの設定」の図を表示する説明をしたのでダイアログの機能の説

明をします。 

2) 同図の赤い文字で①、②、③、④の図のテキストボックスの数値は Excelのクイックアク

セスツールバーの＜印刷プレビューと印刷＞－＜ページ設定＞－＜余白＞タブの設定値

で、「拡大/縮小」は「ページ」タブの「拡大/縮小」コマンドボタンに表示の設定値です。 

「取り込み」ボタン： \全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Previewフォルダ内の表示中

のシートの値を検出し設定値を読み込んでクイックアクセスツールバーの「印刷プレビュ

ーと印刷」に設定します。「プレビュー」画面をいじくった場合はこのボタンを押すと設定

値を\Set_AllPlayScore_Preview フォルダに設定された値に設定し直します。Excel の＜

ファイル＞－＜上書保存＞をしておいても、次項の「設定保存」をしておかないと Excel

を終了して次に開いた場合に取り込んだ値は消えてしまいます。（「XL_Z4_AR 全試合スコア

集計*.xlsx」ファイルを開いた時は「\全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Preview」フ

ォルダ内の中に設定された「年間全データ」シートだけ値を読み込み、クイックアクセス
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ツールバーの「印刷プレビューと印刷」を調整します。このため Excel の＜上書き保存＞

をしてプレビューを設定したつもりが「設定保存」していない場合は無効になります） 

「設定保存」ボタン： クイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」で設定し

た値を「図 34 プレビューの設定」の図の「プレビュー設定」のテキストボックスに表示

してその値を\全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Preview フォルダ内のファイルに保

存するボタンです。 

「全 SH 設定」ボタン： このボタンを押すと\Set_AllPlayScore_Preview フォルダ内の各フ

ァイルから全シートに「プレビュー設定」の値を読み込みます。 

表示中のシート（アクティブシート）のクイックアクセスツールバーの「印刷プレビュー

と印刷」の設定値をテキストボックスに取り込んで値をすぐに表示します。他のシートに

も同じように値を読み込んでクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」値

を設定します。設定には若干時間が掛かりますが、ステータスバーに処理中のシート名を

表示します。 

「キャンセルボタン」： 一旦「設定保存」した場合はその値をキャンセルするわけではな

く、ダイアログボックスを閉じるだけです。 

上記「取り込み」～「全 SH 設定」のボタンの上をポイントするとボタンの機能説明が表

示します。 

 

プレビューの設定ダイアログの操作説明 

1) 「印刷プレビュー設定」コマンドボタンを押して「図 34 プレビューの設定」の図の設定

変更をした場合には「設定保存」ボタンを押した後に「XL_Z4_AR全試合スコア集計*.xlsx」

を再起動して\全試合スコア集計\Set_AllPlayScore_Preview フォルダ内のデータ設定値

を読み込んでクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」を表示して見ると

わかります。設定変更がされて\Set_AllPlayScore_Preview に保存されていない場合（上

記の波線の部分の「設定保存」ボタン押していない場合）はクイックアクセスツールバー

の「印刷プレビューと印刷」の画面は設定したつもりでも変わっていません。 

2) 次に以下の「1)」～「9)」項を実施して見てください。 

3) 収まらない場合はクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」の「拡大/縮小」

を設定します。（以下の「6)」～「9)」項で説明） 

4) クイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」を表示して右下の「余白の表示」

ボタンを押す操作、または＜印刷プレビューと印刷＞－＜ページ設定＞－＜余白＞タブを

表示して「余白」を調整しなくても「印刷拡大縮小」の設定だけでうまく設定できるはず

ですからこの「余白」関係の説明は省略します。 

5) 通常試合会場で掲載するのは、別の「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログラム説明書」で

記載した「点数順集計表」シートと、本プログラムの「年間・月間」シート、下期に入る

と「上期・下期」だけを掲載するはずですから、他のシートの印刷プレビュー関係の設定

は省略すればよいとも考えます。但し半期ごとかで掲載する「優勝回数」も設定が必要か

もしれません。「年間・月間」と「上期・下期」は共通設定のため「年間・月間」だけの設
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定で良いことになります。 

まとめて言い換えると設定するシートは「年間・月間」と「優勝回数」の設定だけで良い

ことになります。 

「印刷プレビュー」の設定方法 

前記の「設定はサンプル」の波線部分で説明のようにユーザー用ファイルに保存してくだ

さい。「全試合スコア集計」フォルダ内の「\全試合スコア集計 Set_AllPlayScore_Preview」

が正しいフォルダ構成で設定してあることを確認してください。 

上記「5)」項で説明の「年間・月間」と「優勝回数」の設定だけとする場合は次項の「1)」

項で説明している「年間全データ」シートを設定する必要はありません。「年間・月間」ま

たは「優勝回数」と置き換えて解釈し以下の「5)」項から「9)」項を実行してください。 

1) 「年間全データ」シートで「印刷プレビュー設定」コマンドアイコンをクリックする「図 34 

プレビューの設定」の図を表示します。 

「全 Sh 設定」ボタンを押すと\Set_AllPlayScore_Preview フォルダ内の各ファイルから全

シートに「プレビュー設定」の値を読み込み各シートのクイックアクセスツールバーの「印

刷プレビューと印刷」値を設定します。設定には若干時間が掛かりますが、ステータスバ

ーに処理中のシート名を表示します。 

2) 各シートでクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」を表示してプレビュ

ーが正しく表示するか確認します。 

3) 上記の設定で駄目な場合は、「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」を開き（ユーザー用

のファイルである「元気 GG同好会」などの名前で解釈してください）「年間全データ」シ

ートを表示して Excel のクイックアクセスツールバーの「印刷プレビューと印刷」を表示

すると「年間全データ」シートの場合は、新年度または新規開設設定済の場合は 8 日間、

試合数が多くなってくると 11日間の日付枠になります。 

4) 次に右下に 2 個あるボタンの左側で「余白の表示」ボタンをクリックして確認だけは構い

ませんが「余白の表示」の状況を見るだけとして、ここでは調整しないでください。 

5) 印刷範囲に入っていない場合は同画面で＜ページ設定＞－＜ページ＞タブ－「印刷拡大縮

小」－＜拡大/縮小(A)＞が新年度の場合または新規開設の場合は「91」%となり 11日間の

日付枠で表示している場合は「93」%、「月間・年間」シートは「100」%になっているかを

確認してください。（各シートによって＜拡大/縮小(A)＞の率はことなります） 

6) ＜拡大/縮小(A)＞で数% 前後の範囲を変えるだけで殆どの場合は設定でき、余白は調整し

なくても良いと思います。 

印刷範囲が範囲内に収まっていない場合、「余白」を変更しないで印刷プレビューを見な

がら＜拡大/縮小(A)＞の率を少しずつ変えてみてください。この操作で収まるはずです。 

（Excelの場合はパソコンまたはプリンターによって「拡大/縮小」に 10％程度の差がある

ことを実感しています） 

7) 印刷プレビュー画面で＜拡大/縮小(A)＞の調整ができた場合は「年間全データ」シートで

「印刷プレビュー」コマンドアイコンを押し、表示した「図 34 プレビューの設定」の図を

表示して「設定保存」ボタン押してください。（「Set_AllPlayScore_Preview」に設定値を
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保存するためです） 

8) 上記「7)」項の「年間全データ」と同じように、「年間合計印刷」「週間データ」「月間デー

タ」「四半期データ」「半期データ」「優勝回数」「年間・月間」など、すべてのシートにつ

いて（但し上記「5)」項で説明の「年間・月間」と「優勝回数」の設定だけとする場合同

シートだけと解釈してください）＜拡大/縮小(A)＞の調整をしてシートごとに「印刷プレ

ビュー」コマンドアイコンを押して、表示した「図 34 プレビューの設定」の図を表示し

て「設定保存」ボタン押してください。（「Set_AllPlayScore_Preview」に設定値を保存す

るためです） 

9) 最後に必ず Excel の「上書き保存」ボタンを押してください。 
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(27) 検索 

「氏名」を検索する場合に使用します。 

＜検索＞を選択すると「図 35 氏名の検索」ダイアログボ

ックスを表示します。 

1) 検索文字列ボックス： 検索をする氏名を入力します。

この場合「検索文字列」ボックスに手で入力することは

勿論できますが、半角、全角、スペースなど文字列の正確な入力するために氏名文字列の

上で右クリックするとその氏名を「検索文字列」に取り込むことができます。 

2) あいまい検索： セル内の文字列の内一部だけを検索する場合にクリックします。例えば氏

名の内で性だけを検索する場合に使用します。 

3) 完全一致文字列： 上記に対し「姓」、「名」などを検索する場合に使用します。 

4) 次を検索ボタン： 複数の同じ文字列を検索する場合は次々に押して検索します。（ボタン

を押す場合には少し間を開けてください） 

(28) 表罫線の再設定 

罫線を壊した場合、表示しているシートの罫線だけを設定します。 

この機能は何時実行しても構いません。行の高さ、列幅などは設定しません。このような時

は直ぐに「元に戻す」などを利用しこれらの設定を壊さないように気を付けてください。 

(29) 字幕付け 

表示しているシートに 1 行間隔で薄緑色の字幕を付け直します。カラーが破壊した場合に何

時でも実行できます。この機能はいつ実行しても構いません。 

(30) 全シートの下部に用紙追加 

氏名を記入する欄が不足する場合に使用します。1 頁あたり 35 名が単位です。Noはこの設定

により自動で振ります。ただし試した場合などでは上書き保存しないでファイルを起動し直

してください。（No を消去した場合は機能しなくなります） 

「年間・月間」シートは＜(9)最新競技取り込み＞または＜0「(8)選択取り込み」実行した場

合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマ

ンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自動的に取り込みして、続けて次項の

「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同項を操作する必要はありません。この

機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっています。通常

はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)

シートへ一括転送」を確認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」

は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用

ください。 

シートへ一括転送＞または＜(11)年間合計印刷＞と＜(13)月間データ＞の実行することでシ

ートの増減をします。 

(31) 氏名の書き出し 

「年間全データ」シートから＜氏名の書き出し＞を選択します。 

『「年間全データ」シートの 氏名の書き出しを実行します。よろしいですか？』のメッセージ

図 35 氏名の検索 
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を表示するので＜OK＞を押します。氏名を新しいブックに書き出しするので名前を付けて「メ

ンバー」フォルダに保存してください。 

一度書き出して再取り込みをする場合、その他の理由で年度が変わった場合に書き出して氏

名を増減する場合、前項「(6)氏名の取込」の操作により、利用できます。 

(32) 年度の途中で氏名を追加する場合 

本プログラムに氏名が無い場合、各自の競技用ファイル（サンプルで示すと「XL_4R_GG_同好

会_2015 03 29.xlsx」）からデータを取り込むことができません。 

直接シートに氏名を入力すると「性」と「名」の間の全半角スペースなどの文字列が狂いデ

ータの取り込み時に、不一致で欄外へ氏名含めデータを書き出します。このプログラムは氏

名の重複チェックはしません。メンバーフォルダでデータベース化して重複チェックしてく

ださい。 

1) サンプルで説明すると「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」ファイル最右端の「メンバー

編集」シートで「I」列末尾に「氏名」を追加して＜メンバー＞フォルダ－＜同好会用メン

バー＞に書き出してください。更に開いている各自の競技用ファイルを保存してください。 

2) 本プログラムから＜氏名の取込＞－「ファイルを開く」ダイアログボックスで上記「1)」

項で追加した「同好会用メンバー」を開きます。 

3) 追加する氏名の上を選択し＜OK＞を押すと「年間データ」シート～「年間・月間」の各シ

ートの末尾に氏名を取り込みます。複数の氏名を取り込む場合で各氏名が連続してない場

合は 1個ずつ個別に取り込みしてください。連続していればドラッグしてその範囲を複数

同時に取り込めます。 

 

５ トラブルが起きた場合 

(1) Excel を開くたびにファイルが見つからないメッセージを表示する 

インストールが済んだ後で「XL_Z4全試合スコア集計プログラム.xlam」を「３(4)アンインス

トール」を実行しないで手動で削除、「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム.xlam」のファイル

名を変更、「C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\Microsoft\AddIns\」フォルダから場所

を変更した場合は「図 36 ファイルが見つからな

い」の図を表示して、＜OK＞を押しても Excel を

起動するたびに表示します。対処方法は次のとお

りです。 

対処方法 1： 

1) 白紙の状態で Excelを開いてください。 

2) ＜Alt＞－＜t＞－＜i＞の順でキーを押します。 図 36 ファイルが見つからない 
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3) 「図 37 XL_Z4 全試合スコア集計」の図の裏面側「アドイン」ダイアログが開きます。 

4) 同図の①「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム」

をチェック「OFF」にします。 

5) ②の「アドイン ～～XL_Z4全試合スコア集計プロ

グラム.xlamが見つかりません。リストから削除

しますか？」と表示します。 

6) ④の＜OK＞を押して終了です。 

7) 以上で以後は表示しません。当然本プログラムは

再度「３(4)アンインストール」を実行しない限

り使えません。 

対処方法 2： 

1) 「３(4)アンインストール」により「全試合 Z4 ス

コア集計インストール・アンインストール.xlsm」

を開きます。 

2) 「図 12 アンインストール」の図が

開くので＜削除＞を押します。 

3) 「図 38 XL_Z4全試合スコア集計プ

ログラムが見つかりません」の図

が開きます。 

4) 同図に書いてある操作方法は前項

の「対処方法 1：」の「3)」の操作

と同じになりますので同項以降

をご覧ください。 

(2) 全試合スコア集計タブを表示しな

い。その他のトラブル 

1) ＜Alt＞－＜t＞－＜i＞の順にキーを押してください。 

2) 「図 39 アドインダイアログ」の図を開くので「XL_Z4 全

試合スコア集計プログラム」のチェックを「OFF」にし

て無効化にしてください。 

3) 同図の画面を閉じるので再度上記「1)」の操作をしてチ

ェックを「ON」にして有効化してください。以上で初期

化してメニューの修復をして起動します。 

 

６ データベース化した本プログラムの使い方要約 

この説明は GG 同好会などの試合後に、添付した「図 5 配

布ファイルの内容」参照）次の 2 個のサンプルプログラムを使用して簡単にデータ取り込み

集計する総まとめの説明です。 

◆ XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx 

図 38 XL_Z4 全試合スコア集計プログラムが見つかりません 

図 39 アドインダイアログ 

図 37 XL_Z4 全試合スコア集計 
プログラムをリストから削除 
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・・・・「XL_4R_グラウンドゴルフ集計プログラム説明書」で説明しているのでこの項では

省略します。 

◆ XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx 

(1) XL_Z4_全試合スコア集計プログラム 

本プログラムを起動するには次の二種類の方法が有ります。ファイル名はユーザー用に作ら

れた名前に置き換えて解釈してください。 

◆「全試合スコア集計」フォルダから「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」ファイルを

直接エクスプローラーなどにより起動する方法があります。 

◆「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」などで試合集計をした後、「毎回入力データ」シー

トまたは「集計入力データ」シートから「Z4 全試合スコア集計」アイコンをクリックする

と「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」が開きます。 

1) 上記の何れかの方法で「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」を開きます。 

「年間全データ」シートで「＜４(9)最新競技取り込み＞アイコンをクリックすると「GG 同

好会全試合データ 2014」フォルダの最終日のファイル「XL_4R_GG_同好会_2015 03 30.xlsx」

を取り込み、「年間合計印刷」～「上期・下期」までの各「シートを自動集計します。 

（全ファイルを一括取り込む場合は「全スコアデータ取り込み」を選択して「GG 同好会全

試合データ 2014」フォルダを選択して＜OK＞を押します。 

全ファイルを一括取り込みする場合はステータスバーの表示を見て少し待つようになり

ます。但し、配布したサンプルでは同フォルダ内には全試合のファイルがサイズの関係で

1 個しか入れてありません） 

参考： 【重要なのは「XL_4R_GG_同好会_yyyy mm dd.xlsx」などの同年度の競技ファイルを「GG

同好会全試合データ 2014」フォルダ内にまとめて保存し、同じ同好会以外の他のファイル

を入れてはいけません。別の「XL_4R グラウンドゴルフ集計プログラム説明書 V14.01」の

中から「図 18 ユーザー用フォルダの作り方」の区切り線の下側の①を参照して同好会ご

とに別フォルダを作ってください。いくら同好会がたくさんあってもアドイン故に一つの

プログラムで動作します】 

上記「1)」の＜４(9)最新競技取り込み＞ではなく、＜(8)選択取り込み＞を実行した場合は

＜0「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必要で

したが、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択して自

動的に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるため同

項を操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前より操

作が大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマニュ

アルを初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解しや

すくなります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来どおり

「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

2) シートへ一括転送＞を実行してください。（「年間合計印刷」～「上期・下期」までの各シ

ートを集計します） 

3) 「上書き保存」をする。 
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4) 「年間・月間」シートで＜印刷＞アイコンをクリックして印刷をします。下期に入った場合

は「上期・下期」シートも印刷します。この他必要なシートがある場合は各シートから＜

印刷＞アイコンをクリックしてください。 

 

７ Outlook 同報メールテンプレート作成操作手順 

(1) Outlook2016（Outlook2021）で、連絡先グループの作成方法： 

1) Outlookを開きます。 

2) 「ホーム」タブ－「新しい連絡先グループ」アイコンをクリックします。 

3) 「連絡先グループ」タブが表示します。 

4) 「名前」の欄に「連絡先グループ名」を入力します。 

5) ＜メンバーの追加＞－＜Outlook の連絡先か＞をクリックします。 

6) 「メンバーの選択：連絡先」が開きます。 

7) 「名前」欄から連絡先グループに追加する連絡先をダブルクリックします。 

8) 続けて連絡先グループに追加する連絡先をダブルクリックします。 

9) すべて登録できたら、＜OK＞ボタンをクリックします。 

10) 後で連絡先を追加する場合は、上記「6」項から繰り返します。 

11) ＜保存して閉じる＞ボタンをクリックします。 

(2) メール メッセージのテンプレートを作成する 

1) Outlook2021は「ホーム」タブ－「新しいメール」をクリックします。 

（Outlook13では「ホーム」メニューの「新しい 電子メー」をクリックします。） 

2) メッセージの本文に、必要な情報を入力します。 

3) 件名に「元気 GG 同好会 試合結果」と入力します。（実際にはユーザーの GG 同好会名を入

れる） 

4) BCCをクリックすると「名前の選択：連絡先」が開くので「元気 GG 同好会」を選択し下の

方の「BCC」をクリックし＜OK＞を押します。 

5) メッセージ ウィンドウで、＜ファイル＞－＜名前を付けて保存＞をクリックします。 

6) 「名前を付けて保存」ダイアログ ボックスで、「ファイルの種類」ボックスの一覧の 

「Outlook テンプレート(*.oft)」をクリックします。 

7) 「ファイル名」ボックスにテンプレートの名前、「元気 GG 同好会 試合結果.oft」が表示し

ていることを確認し、＜保存＞をクリックします。 

8) 既定では、テンプレートは次の場所に保存されます。 

C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\Microsoft\Templates\ 

(3) メンバーのアドレスを追加または変更する場合 

1) 連絡先（アドレス帳）を下記により変更する必要があります。 

2) まず変更する個人のアドレスを修正します。 

3) 次に連絡先グループである「元気 GG 同好会」をダブルクリックして開きます。 

4) 変更する場合は上記「2)」項で変更している個人名をクリックして「メンバーの削除」を

押します。（メンバー削除をしないといきなりこのダイアログでアドレスの修正はできな
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いため） 

メンバーを追加する場合は「メンバーの追加」を押して「Outlook の連絡先から」を押し

て追加する個人名をダブルクリックして＜OK＞を押します。 

5) 次に「保存して閉じる」を押します。 

(4) テンプレートを修正する場合 

1) 「ホーム」タブ－ 「新しいアイテム」ドロップダウンリストから－「その他のアイテム」 

－ 「フォームの選択」をクリックします。 

（Outlook2021 は「ホーム」タブ－「新しいメール」のドロップダウンリストボタンから「そ

の他アイテム」を選択－「フォームの選択」をクリック） 

2) 「フォームの選択」ダイアログ ボックスが表示するので、「フォルダの場所」ボックスの一

覧の「ファイル システム内のユーザー テンプレート」をクリックします。 

3) 「元気 GG 同好会 試合結果」をダブルクリックします。 

4) 修正したい内容を変更します。 

5) 保存する場合はそのまま「ファイル」―「名前を付けて保存」をクリックするとファイル

名を付けて保存ダイアログが開くので下部の「ファイルの種類」で「Outlook テンプレー

ト（*.oft）」を選択して「C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\Microsoft\Templates\元

気 GG 同好会.oft」があるので「元気 GG同好会.oft」をクリックすると開いているダイア

ログのファイル名が「元気 GG同好会.oft」に置き換わります。 

6) ＜保存＞をクリックします。 

7) すべて終わって終了する場合に保存の確認が表示するので＜保存しない＞を押します。そ

うでないと「下書き」の中に同じものが保存されてしまいます。 

※ 参考事項： Outlook 同報メールでは、複数の人に同じメールを同時に送る際、あて先欄に表

示されるアドレスを受信者に応じて変えるようなことはできません。 

例えば、A さんが受け取るメールのあて先欄には A さんのアドレスだけを、B さんの受信メ

ールには B さんのアドレスだけを表示させるようなことはできません。 

 

８ バージョンの変更内容 

V1.00～V4.01 までのバージョンについては省略します。 

バージョンの見方は「図 14 全試合スコア集計タブ」を表示して最下部の「バージョン情報」

をクリックすると「図 40 バージョン情報」の図が

表示します。 

(1) バージョンアップについての変更内容 

1) Ver5.00バージョンアップ変更内容。 

a. 年度の途中から新規開設をした場合にエラ

ーが発生して集計できないという重大なバ

グがあることがわかりました。（但し、4月、

7 月、10月から新規開始の場合は問題ありま

せんが、これ以外の月から開設の場合はエラ
図 40 バージョン情報 
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ーになります）大変ご迷惑をお掛けして申し訳ございません。 

これまでに使用してうまく行かなかったユーザー用の「XL_Z4_AR 全試合スコア集計

*.xlsx」にあたる名前のファイルを再度試行する場合は「４(5)全シート表の初期化」して実行

してください。その場合、期間中に氏名が増減なければそのままで、増減があれば同ダイア

ログのチェックマークを OFF にして「４(6)氏名の取込」を実行し「４(8)選択取り込み」で

ダイアログに表示するように Shiftキーを使用して全試合を選択して一括取り込みできます。

次に「0「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一括転送」の操作が必

要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合したデータを選択し

て自動的に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで自動で実行されるた

め同項を操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 から追加された新機能で、以前よ

り操作が大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作をご利用ください。なお、このマ

ニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確認していただくと理解

しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて取り込む際に、従来ど

おり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

b. シートへ一括転送」を実行してください。集計が実行されます。 

c. 「優勝回数」シートで「自： yymmdd～ 至： 氏名」とある時期のバージョンから表示し

ていたバグを至：に対して正しく日付を表示するように修正しました。 

2) Ver5.01バージョンアップ変更内容。 

a. 初期化を実行した場合「年間・月間集計表」シートで H3:I3 と R3：S3 と S1 セルがクリ

アしないので修正しました。但し「スコアデータを各シートへ一括転送」を実行すると

データを上書するので問題はなく初期化した直後の見た目だけの問題です。 

3) Ver5.02バージョンアップ変更内容。 

a. 「年間・月間」シート以外のシートで「上書き保存」ボタンを押した場合に、各シート

の選択セルをホーム位置に戻して「年間全データ」シートを選択して保存するようにし

ました。開いた場合に「年間全データ」シートを表示させるためです。 

b. 「年間・月間」シートのセル「L1」に集計期間を表示するようにしました。 

「XL_4R_グラウンドゴルフ Pg」で作る「点数準集計表」と一緒に掲示する場合は問題な

いのですが、「年間・月間」シートの成績表だけを印刷した場合に試合の集計期間をわ

かり易く表示するためです。「年間・月間」シートの変更イメージは別の「XL_4R_グラ

ウンドゴルフ集計プログラム説明書」の「図 6 年間・月間集計表」の第 1行目の右側

の「自：2014/04/03～至：2015/03/28」のように表示します。 



- 39 - 

 

c. 上記の続きになりますが、既に「XL_Z4 全試合スコア集計プログラム」をご使用されて

いる場合は使用中の「年間全データ」シートで「シートへ一括転送」ボタンを押して集

計した後「年間・月間」シートに移動してセル「L1」を選択し「ホーム」タブをクリッ

クし、フォントサイズを「11」にして文

字サイズを小さくした後、「図 41 自～

至の位置の文字列配置」図で示す「配置」

の赤枠「左揃え」ボタンを 2 回押して横

位置を「標準」にしてください。2 回押

しすると標準になります。（1 回押しの場

合は左揃えです。別に左揃えでも構わな

いのですが・・・） 

4) Ver5.03バージョンアップ変更内容。 

a. 「(15)半期データ」シートと「４(17)「年間・月間」シート」を追加して下期のデータ

集計を分かり易い機能追加しました。詳細は同項を参照してください。 

b. 上記「a」項の関係でシートを追加したためにプログラムを更新して、これまで使用し

ていた各自の同好会のデータをそのまま使用すると当然エラーになります。そのため

エラーが発生させた場合は一旦プログラムを終了して次の「c」項を参考にシートを追

加してください。 

c. シートの追加方法には本項と次の「d」項とが有り何れか好きな方を実行して下さい。 

1) 配布した「XL_4R_G ゴルフ 13.00」ファイルをドキュメントに保存され、構成で＜

XL_4R_G ゴルフ 13.00＞－＜GG 同好会_4R＞－＜GG 同好会全試合データ 2014＞－

＜全試合スコア集計＞の中の「XL_Z4_AR全試合スコア集計 2014.xlsx」をご使用中

のユーザーフォルダ内（詳しくは別の「XL_4Rグラウンドゴルフ集計プログラム説

明書 V1300」の「図 16 ユーザー用フォルダの作り方」の区切り線の下側エリア

で⑨に該当する場所のデータです）に、保存します。 

2) 現用のユーザー用ファイルの先頭に「Old_」などの文字を入れて失敗した場合のた

めにバックアップしておいてください。 

3) 「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」を「Old_」を付ける前の上記ユーザー用

ファイルと同じになるように名前を付け替えてそのファイルを起動してください。 

4) 「半期データ」と「上期・下期」シートが追加されたサンプルファイルを初期化し

てユーザーの今後の運用ファイルに以下の操作で変更します。 

5) ＜年間全データ＞－＜全シートの初期化＞メニューをクリックして「氏名の列を

残す」のチェックマークをクリックします。（名前をすべて削除するためです） 

6) 次は、ユーザーの氏名を取り込みます。（操作方法は「４(6)氏名の取込」を参照し

てください。）氏名の取り込みが済んだら、次は以下の操作です。 

7) 次に「４(7)全スコアデータ取り込み」を使用して全データを取り込みます。（この

場合はダイアログに書いてあるようにフォルダだけをクリックします） 

または何時も使用しておられる取り込み方法で「４(8)選択取り込み」を使用する

図 41 自～至の位置の文字列配置 
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場合は先頭のデータをクリックし「Shift」キーを押しながら最終試合のデータを

クリックして＜開く＞を押す操作でデータを取り込んでください。 

8) 少し時間が掛りますが、下部のステータスバーにファイルの取り込み状況を順次

表示します。 

「年間全データ」シートから「「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一

括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合

したデータを選択して自動的に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで

自動で実行されるため同項を操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 から追加さ

れた新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作をご利用く

ださい。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確

認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて

取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

9) シートへ一括転送」を実行します。以下「図 42 シートを追加する」の図の「②」

半期データシートと「④」「上期・下期」シートに結果を表示します。 

10) 上書き保存をすることを忘れないでください。 

d. 現用のユーザー用データに「半期データ」、「上期・下期」のシート名を追加する場合の

「c」項とは別の操作方法 

1) 「XL_Z4_AR 全試合スコア集計 2014.xlsx」に該当する現用のユーザー用データを開

いてください。シートには「図 42 シートを追加する」の「②」と「④」はありま

せんが追加する方法を以下で説明します。 

2) 先ず、「①」の「四半期データ」シートをクリックしたまま、同時に「Ctrl」を押

して「優勝回数」との間で「＋」マークが出たら手を放と「四半期データ(2)」が

同図の「②」の位置にできるのでその上で右クリックして「名前の変更」をクリッ

クし「半期データ」にシート名を変更します。 

 

3) 次は「年間・月間」シートをクリックしたまま、同時に「Ctrl」を押して「年間・

月間」の右側のすぐ空いた位置で手を放と「年間・月間(2)」が同図の「④」の位

置にできるので、その上で右クリックして「名前の変更」をクリックし「上期・下

期」にシート名を変更します。 

4) 「上期・下期」シートの「I1」セルをクリックして「（年間）」から「（上期）」に変

更してください。 

5) 「上期・下期」シートの「S1」セルをクリックして「（×月）」から「（下期）」に変

更してください。 

6) 後は前記「5)」項 ＜年間全データ＞－＜全シートの初期化＞メニューを・・・の

項から順次実行すると終わりです。 

図 42 シートを追加する 
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e. 1 月～3 月の間で本プログラムを使って集計を開始した場合に取り込みできないバグが

あり修正しています。 

f. 四半期データシートの「四半期データ取り込み」を実行した場合に選択した四半期の範

囲より後の試合月日がある場合に最終試合日までのすべてを取り込むバクがありまし

た。「年間データ」シートで「シートへ一括転送」を実行した場合は試合月より後がな

いので関係ありません。その他各種のバグを修正しています。 

g. 本説明書では何度もバージョンアップした関係で旧バージョンの説明から修正されて

いない部分が各所にあったので新しいバージョンに合うように修正しています。 

h. 2024/03/01に Ver5.03 を発行して、2024/05/14 には 本説明書の説明、「３(2)インスト

ール前の注意事項 （重要）」を追加修正しただけであってプログラムは変更していませ

ん。 

5) Ver6.00バージョンアップ変更内容。 

「４(9)最新競技取り込み」で記述するように、このコマンド（アイコン）を押すだけで「最新

競技データ」を取り込み「0「(8)選択取り込み」実行した場合は、続けて「(10)シートへ一

括転送」の操作が必要でしたが、＜最新競技取り込み＞コマンドを押すだけで、最後に試合

したデータを選択して自動的に取り込みして、続けて次項の「(10)シートへ一括転送」まで

自動で実行されるため同項を操作する必要はありません。この機能は Ver7.00 から追加さ

れた新機能で、以前より操作が大幅に簡単になっています。通常はこちらの操作をご利用く

ださい。なお、このマニュアルを初めて読む場合は、次項の「(10)シートへ一括転送」を確

認していただくと理解しやすくなります。また、「(8)選択取り込み」は複数試合をまとめて

取り込む際に、従来どおり「(10)シートへ一括転送」と併せてご利用ください。 

a. シートへ一括転送」を自動実行」するようにしました。かなり操作が省力化できます。 

b. 「４(20)４(20)Outlook Mail 送信」で記述するように、事前に「４(19)Outlook Mail 

送信の設定関係」で説明の「Outlook テンプレート」を作って設定して置き同報メール

を希望のプレーヤーに簡単に「XL_4R_GG_同好会_2015 03 29.xlsx」と「XL_Z4_AR 全試

合スコア集計 2014.xlsx」の 2個のファイルを添付して送れるようにしました。 

6) Ver6.01バージョンアップ変更内容。 

a. 「XL_4R グラウンドゴルフ集計プログラム説明書 V1303」の「Ver13.03 バージョンアッ

プ変更内容」に記載したことに関係して本プログラムでも「年間全データ」シートで「最

新競技取り込み」をクリックしたときにメッセージを表示して計算処理をしないとい

う形にしました。 

b. 「年間全データ」シートの「自動追加取り込み」機能は 2 行目の「日付」だけが有るか

または無いかの照合でデータの取り込みを決定する関係からデータを変更している場

合に取り込み替えができないため廃止しました。「全スコアデータ取り込み」を使用す

るとすべての日付をクリアして取り込み替えができるのでこちらを使用してください。 

c. 今回のバージョンアップではシートの変更はありません。「３(2)インストール前の注意

事項 （重要）」と「３(3)インストール」によりプログラムのバージョンアップをして

ください。 
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7) Ver6.02バージョンアップ変更内容 

a. 「４(26)2)日付列が 8 日以内の場合」の説明の部分つまり日付が 8 日以内になるのは年

度初めの場合や新規開設の場合、「年間全データ」シートだけ印刷プレビューが乱れる

バグがあり修正しました。 

年度初めや、新規開設の場合「図 34 プレビューの設定」日付が 8 日以内の時に、設定

を変更した場合は日付が 9 日以上になると「年間全データ」シートだけの印刷プレビュ

ーが乱れるということになります。（プログラムで 2020/11/20 に発行の Ver3.00 以降

で発生、これに関係するシートは特に印刷をすることはないと思いますが…） 

b. 本説明書の「４(26)印刷プレビューの余白マージン等の設定について」をわかり易くす

るために修正しています。 

c. 今回のバージョンアップではシートの変更はありません。「３(2)インストール前の注意

事項 （重要）」と「３(3)インストール」によりプログラムのバージョンアップをして

ください。 

8) Ver7.00バージョンアップ変更内容 

a. 「C:\Users\ユーザー名\OneDrive」フォルダに配布の「XL_4R_Gゴルフ*」（*：バージョ

ン番号）を保存し「全試合 Z4スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」を実

行した場合、OneDrive の「https://～～」のクラウドを参照してインストールができ

ない事態があり、「全試合 Z4スコア集計インストール・アンインストール.xlsm」を修

正し、インストールを可能にしました。アドインプログラムの「XL_Z4 全試合スコア集

計プログラム.xlam」はバージョン番号を変更しただけでプログラムの内容自体には変

更ありません。 

b. 今回のバージョンアップではシートの変更はありません。「３(2)インストール前の注意

事項 （重要）」と「３(3)インストール」によりプログラムのバージョンアップをして

ください。 

c. 2026/01/20 の本説明書の修正と「Readme.txt」に記載のように E-Mail: アドレスを

変更しました。 

 

９ 拡張子の説明 

(1) 拡張子について 

1) ファイル名の例： 

「XL_Z4同好会 yyyy mm dd.xlsx」（この場合「xlsx」が拡張子です） 

ファイル名の最後に表示する「．」から右側に表示した文字列で、ファイルの種類または形

式を識別する目的です Excel2000～2003 では「xls」、Excel2007 以降のバージョンの場合

は「xlsx」となります。 

Word2000～2003の場合は「doc」Word2007以降では「docx」となります。 

2) Excel2007 以降で、「GG 同好会メンバー.xlsm」のようにマクロを含む場合は「xlsm」とな

ります。 

(2) Windows10 の拡張子の表示方法： 
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1) エクスプローラーを開きトップの＜表示＞タブを選択します。 

2) ＜オプション＞を選択します。 

3) 「フォルダーオプション」が表示するのでトップの＜表示＞をクリックします。 

4) 「詳細設定」ボックスから「登録されている拡張子は表示しない」のチェックを外して、「OK」

をクリックします。 

(3) Windows11 の拡張子の表示方法： 

1) エクスプローラーを開きトップの「…」をクリックして＜オプション＞を選択します。 

2) 「フォルダーオプション」が表示するのでトップの＜表示＞をクリックします。 

3) 「詳細設定」ボックスから「登録されている拡張子は表示しない」のチェックを外して、「OK」

をクリックします。 


